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工具入れ

スペアバルブ、応急処置用具、タイヤ修理キット、三角表示板など
を格納できます。

開けかた

1.中敷板を持ち上げます。
2.トランクルーム内の側面にある突起にかけて保持します。

トランクルームランプ

トランクの開閉に合わせて点灯／消灯します。

点灯時間は、次の状況で変わります。
・イグニッションをオフにして約10分間
・エコノミーモードで約30秒間
・エンジンを始動すると無制限

トランクルームランプに何も物が触れないようにしてください。
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ルームランプ

a：ルームランプ
b：マップランプ

ルームランプ
ルームランプは、スイッチaの位置を切り換えると点灯条件が変
更できます。

次の状況でルームランプは点灯します。

・ドアのロックを解除したとき
・イグニッションキーを抜いたとき
・ドアを開けたとき

また、次の状況では徐々に暗くなって消灯します。

・ドアをロックしたとき
・イグニッションをオンにしたとき
・イグニッションがオフで、最後のドアが閉まって30秒後

消灯したままになります。

点灯したままになります。

点灯時間は、次の状況で変わります。
・イグニッションをオフにして約10分間
・エコノミーモードで約30秒間
・エンジンを始動すると無制限
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フロントマップランプ
スイッチbを押すと点灯／消灯します。

アンビエントライト
点灯
走行中にポジションランプを点灯させると、フットランプとルーム
ランプ内のアンビエントライトが点灯します。

設定
マルチファンクションディスプレイで作動／非作動の設定ができ
ます。
初期設定ではアンビエントライトは作動します。

インテリアウェルカムランプ
周囲が暗いときや夜間に車外でリモコンの解錠ボタンを押すと、
ルームランプが点灯して乗車をサポートします。

点灯
リモコンの解錠ボタンを押します。
ドアの解錠とともに、フロントドアシルランプ、フットランプおよ
びルームランプが点灯します。

消灯
いずれかのドアを開ける、または一定時間経過すると自動的に消
灯します。

設定
マルチファンクションディスプレイで点灯時間の設定ができま
す。

ウェルカムランプの点灯時間はフォローミーホームの点灯時間
と連動しています。
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インテリアレイアウト
各部の名称

①：サンバイザー

②：小物入れ*

③：小物入れ

④：グローブボックス（照明付き）

⑤：ドアポケット

⑥：灰皿（照明付き）

⑦：小物入れ（滑り止めマット付き）

⑧：12V電源ソケット

⑨：カップホルダー

⑩：フロントアームレスト

⑪：小物入れ

*仕様により異なります。
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サンバイザー

サンバイザーの裏側には、ミラーが備えつけられています。
イグニッションがオンのときにカバーを開けるとライトが点灯し
ます。
通行券などをはさむカードホルダーも備えつけられています。

グローブボックス

AIRBAG PASS.OFF

ON

ハンドルを引くと開き、中の照明が点灯します。
エアダクトaは開閉式で、室内と同じ空調されたエアを導入するこ
とができますが、冷蔵庫や温蔵庫の機能はありませんので、飲食物
の保存はできません。

グローブボックスのふたを開けたまま走行しないでください。
急ブレーキ時や衝突時に身体がぶつかり、ケガをするおそれ
があります。



245-

室内装置の使いかた

５

12V電源ソケット

カバーを取りはずし、適切なアダプタを接続してください。
(最大使用電力：120W)

灰皿

AUTO

手前に引くと開きます。
取りはずすときは、灰皿のタブを下に押して引き出します。
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フロントアームレスト

高さ調整

アームレストのカバーをお好みの高さ（低／中／高）まで上げま
す。
高位置より少し高くまでカバーを引き上げると、低位置までカ
バーを戻すことができます。

前後調整

カバーを前後へスライドさせます。

収納

アームレストのハンドルを引き上げると、ポケットが開きます。
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外装のお手入れ

自動車の使用される環境はさまざまで、
工場地帯の酸を含んだ空気、鉄道沿線
の鉄粉、沿岸部の塩分を含んだ風、積
雪地帯の融雪剤などは車体に対して腐
食、錆といった悪影響を与えます。
長期間にわたって車を美しく安全に使用
していただくためには、こまめなお手入
れをお勧めします。

●洗車機による洗浄
通常のお手入れは、洗車機による洗浄で
十分です。
ただし、ボンネットの合わせ目、ドアの
下などは汚れが残ることが多いので、手
洗いをお勧めします。

●手による洗浄（手洗い）
まずホースでたくさん水をかけて、ほこ
りを落とします。
次にスポンジと適当に薄めたカーシャン
プーで車体の上から下へと洗います。
最後に車体の下側をホースで水をかけて
きれいにします。

内装のお手入れ

レザーシート
レザーは、汚したままにしておくと摩耗
してもろくなります。
定期的にお手入れすることをお勧めしま
す。
清掃は、水につけてかたくしぼった布で
表面を拭き、その後やわらかい清潔な布
で空ぶきします。
汚れがひどいときは、市販の皮革用洗剤
を使用します。

ビニール（メーターパネル、ドアト
リムパッド、ヘッドライニング）
やわらかい布に温かい石けん液を含ま
せ、よくしぼって拭きます。

シートベルト
石けん水をつけた固くしぼった布で、ベ
ルト部分だけを拭きます。
清掃時は、金属部分に水が付かないよう
にしてください。
プジョーディーラーでは、シートベルト
に使用できるクリーニング製品を取り
扱っています。

ウィンドウガラス、ミラー
市販のガラス専用クリーナーで洗浄して
ください。

フロアマット、カーペット
車外に取りはずし、ほこりや砂を十分に
落として内装用洗剤で洗ってください。

長期間使用しないとき
車を長期間使用しないときは、保管中の
故障を防ぐために以下の保守を行ってく
ださい。

保管前に行うこと
・タイヤのフラットスポット（変形）を防ぐ
ために、タイヤ空気圧を規準より30〜
50%ぐらい上げてください。
・バッテリーの端子をはずしてください。
・必要に応じて、ボディーカバーをかけて
ください。

保管中に行うこと
1ヵ月に1回程度、バッテリーの端子を
接続してエンジンを数分〜数十分かけて
バッテリーを充電してください。
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エンジンルームの点検
●エンジンルーム内の点検をする前
に、エンジンが冷えていることを確
かめてください。

	 エンジンが熱いときは、イグニッショ
ンがオフになっていてもファンが回
りだして、思わぬケガをすることが
あります。

●エンジンルームから蒸気や冷却水が
噴き出ている場合は、ボンネットを
開けないでください。やけどやケガ
を負うおそれがあります。

●作業手順が分らない場合や、必要
な工具が不足していたり工具の使用
方法がわからない場合は、作業を行
わないでください。

●エンジンが停止しているのを確認
し、キーをイグニッションスイッチか
ら抜いてください。また、シフトレ
バーをＰ（A/T車）、Ｎ（M/T車）に
入れ、パーキングブレーキをかけて
ください。

①：パワーステアリングフルードタンク
②：�ウィンドウウォッシャーとヘッドラン
プウォッシャー*液タンク

③：クーラント（冷却水）タンク
④：ブレーキフルードタンク
⑤：バッテリー

*仕様により異なります。

⑥：ヒューズボックス
⑦：エアフィルター
⑧：エンジンオイルレベルゲージ
⑨：エンジンオイル注入口
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熱くなっているエンジンの部品には触
れないでください。また、熱くなって
いるエンジンやエキゾーストシステム
の上に、オイル等の液体をこぼさない
でください。やけどや火災のおそれが
あります。

エンジンルームのカバー類を取りはず
すときは、止めているクリップを損傷
しないように注意してください。また、
取り付けるときにも注意して取り付け
てください。
カバーがしっかりと取り付けられてい
ないと、走行中にはずれて可動部に巻
き込まれるなどして、故障や事故の原
因になることがあります。

●オイル交換
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
ただし、市街地や山岳地の走行が多いと
きには、オイル交換を早めに行います。

●エンジンを正常な作動状態に保つた
め、エンジンオイルに添加剤を入れ
ることは避けてください。

●オイルの交換の際は、騒音や排気
ガス規制を遵守するためにも、プ
ジョー純正部品のご使用をお勧めし
ます。

オイルフィルター
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
交換するオイルフィルターは、プジョー
の純正部品をご使用ください。

●エンジンオイルの点検
1．車を水平な場所に停めます。
2．�エンジンを停止して15分以上経過し
てからオイルレベルゲージを抜き取
り、布でオイルを拭き取ります。

3．�元の穴にいっぱいに差し込み、再び
静かに抜いてゲージに付いたオイル
で油量を調べます。

a：上限

b：下限

レベルゲージに付着したオイルの汚れ具
合も点検します。
オイルはエンジンの回転によって少しず
つ消費されていきます。1,000kmあた
りの消費量は最大で0.5リットルです。
オイルの点検はこまめに行い、必要に応
じて補充してください。
オイルの消費量が急に増えたり、汚れが
ひどくなったときは、プジョーディーラー
で点検を受けてください。
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●ブレーキフルードの量
ブレーキフルードの量は、タンクの
MAXレベル付近にあれば適正です。定
期的に量を確認してください。

●ブレーキフルードの交換
ブレーキフルードは、時間がたつと吸湿
し耐熱温度が低く（ベーパーロックが起
こりやすく）なりますので、定期的に交
換してください。
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。

ブレーキフルードが肌に直接触れるの
は避けてください。腐食性が強く、健
康に害を及ぼすことがあります。

ブレーキフルードは車の塗装面を傷め
ますので、付着した際にはすぐに水で
洗い流してください。

*仕様により異なります。

●冷却水の点検
点検は、エンジンを停止してから1時間
以上経過して、冷却水が冷えていること
を確認してから行ってください。
冷却水が少ないときは、冷却水を補給し
ます。冷却水の減りが著しいときは、プ
ジョーディーラーで点検を受けてくださ
い。
冷却水の補給には、プジョー純正クーラ
ントを稀釈して使用してください。

ラジエター内の圧力が低下する前に
キャップをはずすと、高温の冷却水が
噴出し火傷の原因になります。

冷却水の交換は必要ありません。

●パワーステアリングフルードの量
エンジンが冷えて常温と同じ状態のと
き、パワーステアリングのリザーバータ
ンク内のフルードがMINとMAXの間に
あれば適正です。
MINより少ないときは、プジョーディー
ラーで点検と補給を受けてください。

ウォッシャー、ヘッドランプウォッ
シャー*液
タンク内のウォッシャー液が少ないとき
は、警告音とともにマルチファンクショ
ンディスプレイにメッセージが表示され
ます。
プジョーの推奨品で補給してください。

バッテリー
特に寒冷地の使用では、冬になる前にプ
ジョーディーラーでのチェックをご依頼
ください。

エアフィルター、室内フィルター
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
市街地やほこりが多いところでの走行が
多いときは、早めに交換してください。
交換はお近くのプジョーディーラーにご
依頼ください。
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ブレーキパッド
ブレーキパッドは運転の状況により消耗
の度合いが変わります。定期的に点検を
受けてください。ブレーキパッドが摩耗
するとブレーキフルードのレベルも下が
ります。

パーキングブレーキ
パーキングブレーキの引きしろが適正で
あるか確認してください。
プジョーディーラーで点検を受けてくだ
さい。

オートマチックトランスミッション
フルード（ATF）
交換の必要はありません。

マニュアルトランスミッションオイ
ル
交換の必要はありませんが、60,000km
走行ごとにプジョーディーラーでオイル
量の点検を受けてください。

環境汚染防止のために、使用済みのエ
ンジンオイルやブレーキフルードなど
は、絶対に地面や下水に廃棄しないで
ください。

●車のパフォーマンスを最大に引き出
すためには、パワーステアリングや
ブレーキシステム同様、プジョーが
指定する部品を使用することが重要
です。

●エンジン本体への高圧洗浄は、電
子機器への影響を避けるためにも
絶対におやめください。
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電球の交換

●作業手順がわからない場合や、必要
な工具が不足していたり工具の使用
方法がわからない場合は、作業を行
わないでください。
●電気回路を改造しないでください。

●交換する電球には、油等の汚れを
付けないでください。電球は、きれ
いで、乾いた布で持ち、指紋などを
付着させないでください。
●ヘッドランプの透明レンズはプラス
チック製です。溶剤を使用したり、
硬い布などで強くこすらないでくだ
さい。
●高圧洗車機を使用するときは、ラン
プ類付近に長時間当てないでくださ
い。塗装がはがれるおそれがあります。
●ヘッドランプを交換するときは、UV
カット仕様の電球を使用してくださ
い。ヘッドランプのレンズ等が変色
するおそれがあります。

ヘッドランプとフロントフォグランプ

標準モデル
①：方向指示器(PY 21 Wアンバー)
②：ロービームヘッドランプ(H7-55 W)
③：ハイビームヘッドランプ(H1-55 W)
④：ポジションランプ(P 21／5 W)
⑤：フロントフォグランプ(H8-35 W)

電球の表面が冷えてから交換してくだ
さい。消灯直後は電球の表面が高温
になっているため、やけどをするおそ
れがあります。

キセノンディレクショナルヘッドライト 
装着車

①：方向指示器(PY 21 W SVシルバー)
②：�ハイ／ロービームヘッドランプ(D1S-	
35 W)

③：ハイビームヘッドランプ(H1-55 W)
④：ポジションランプ(P 21／5 W)
⑤：フロントフォグランプ(H8-35 W)

キセノンヘッドランプバルブ(D1S-35 
W)の交換は、プジョーディーラーに
お申し付けください。感電する可能性
があり危険です。
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①：�方向指示器用電球（ PY 21 W アン
バー／PY 21 W SVシルバー)

1．�バルブホルダーを1／8回転させて引
き抜きます。

2．電球を交換します。

色付きバルブは、同じ規格の同じ色の
電球を使用してください。

②：�ロービームヘッドランプ(H7-55 W)
用電球

1．�タブを引いて、交換する電球のカバー
をはずします。

2．コネクターをはずします。
3．�スプリングを押し広げて電球をはず
します。

4．電球を交換します。

③：�ハイビームヘッドランプ(H1-55 W)
用電球

1．�タブを引いて、交換する電球のカバー
をはずします。

2．コネクターをはずします。
3．�スプリングを押し縮めて電球をはず
します。

4．電球を交換します。
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④：�ポジションラン プ 用 電 球(P 21／
5W)

1．タブを引いて、交換する電球のカ	
バーをはずします。

2．バルブホルダーを1／8回転させて引
き抜きます。

3．電球をはずして、交換します。

電球を交換した後は、カバーを確実に
取り付けてください。

⑤：�フロントフォグランプ(H8-35 W)用
電球

フロントフォグランプの交換はプジョー
ディーラーにお申し付けください。

ドアミラーウィンカー

ドアミラーと一体になっています。
ランプの交換はプジョーディーラーにお
申し付けください。
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テールランプ

①：ポジションランプ(LED)
②：方向指示器(LED)
③：ストップ／ポジションランプ(P21／5 W)
④：リバースランプ(P21 W)
⑤：フォグランプ(P21 W)

①：ポジションランプ用電球（ LED ）
ポジションランプの交換はプジョーディーラーにお申し付けくだ
さい。

②：方向指示器用電球（ LED ）
方向指示器の電球の交換はプジョーディーラーにお申し付けください。
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1．トランクを開けます。
2．サイドトリムのカバーをはずします。

3．コネクターをはずします。
4．固定ナット２つをはずします。

5．ランプユニットを下側から持ち上げてはずします。
6．バルブホルダーを1／4回転させて引き抜きます。
7．電球を1／4回転させてはずして、交換します。

③ : ストップランプ／ポジションランプ用電球（P21／ 5W）
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④⑤：リバースランプ／フォグランプ用電球（P21 Ｗ）

1．カバーを手前に引いてはずします。

2．固定ボルト2つを1／4回転させてはずします。
3．ランプユニットを押し上げてから、手前に引いてはずします。

リバースランプ
4．バルブホルダーを引き抜きます。
5．電球を1／4回転させてはずして、交換します。

フォグランプ
4．バルブホルダーを1／4回転させて引き抜きます。
5．電球を1／4回転させてはずして、交換します。

エンジン停止後の排気管は高温になるため、バルブを交換する
ときは排気管に触れないようにしてください。やけどをするお
それがあります。
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ハイマウントストップランプ(LED)

番号灯(W5W)

ハイマウントストップランプの交換は、プジョーディーラーにお
申し付けください。

1．マイナスドライバーの先を透明なプラスチックカバーの穴に
差し込みます。

2．外側に向かってこじってレンズをはずします。
3．電球を交換します。
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ヒューズの交換

ヒューズボックスは、助手席のグローブボックス内とエンジンルー
ム（左側）にあります。

●ヒューズの交換

交換する前に、ヒューズが不良となった原因を見つけて処置を
しておいてください。正しい処置をしておかないと、再発する
おそれがあります。

ヒューズは容量によって色分けされています。必ず同じ色（容量）
のヒューズと交換してください。
ヒューズを交換するときは、カバーに備えてある専用ピンセット
を使用してください。

正常なヒューズ 切れたヒューズ
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室内側ヒューズ

室内側のヒューズボックスは、助手席のグローブボックス内にあ
ります。
ヒューズボックスカバーのネジをコインなどで1／4回転させると
開きます。

F2

F15

F11

F9 F6 F5 F1 F7 F4 F3 F10 F8 F13 F12 F14

F17SH

ヒューズボックス1
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ヒューズ位置 容量 機能（仕様により装備が異なるため、ここでは全車に適合する表記をしています。）

F1 — 未使用

F2 30A ドアロック

F3 5A エアバッグ、アクティブボンネット、プリテンショナー

F4 10A クラッチペダルスイッチ、バックミラー、オートマチックトランスミッション

F5 30A フロントパワーウィンドウ、ドアミラー

F6 — 未使用

F7 5A グローブボックスランプ、ルームランプ、マップランプ、サンバイザーランプ

F8 20A カーステレオ、マルチファンクションディスプレイ、時計

F9 30A フロント12Vソケット

F10 15A ステアリングスイッチ

F11 15A イグニッションスイッチ

F12 15A メーターパネル、エアコン、シートメモリー、照度／レインセンサー、エアバッグ

F13 5A エンジンヒューズボックス、アクティブボンネット

F14 15A マルチファンクションディスプレイ、シートベルト警告灯、メーターパネル、フロント／バックソナー

F15 30A ドアロック

F17 40A リアウィンドウデフォッガー

SH — シャント
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G36

G37

G38

G39

G40

ヒューズボックス2

ヒューズ位置 容量 機能（仕様により装備が異なるため、ここでは全車に適合する表記をしています。）

G36 — 未使用

G37 30A 助手席シートメモリー

G38 30A 運転席シートメモリー

G39 5A ランプメモリー

G40 30A フロントシートヒーター
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エンジンルーム側ヒューズ

ヒューズボックスは、バッテリーの横に取り付けられています。
ヒューズを点検、交換するときは、ヒューズボックスカバーをは
ずします。
作業後は、カバーがきちんと掛かっていることを確認してくださ
い。

F1
0

F11
F13

F14
F12

F2
0

F1
9

F1
8

F1
7

F1
6

F1
5

F4

F8

F2

F3

F5 F7

F9 F6 F2
1

F1
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ヒューズ位置 容量 機能（仕様により装備が異なるため、ここでは全車に適合する表記をしています。）

F1 20A エンジンコントロール

F2 15A ホーン

F3 10A ワイパー

F4 20A デイタイムランプ

F5 15A エアフローセンサー、クーラントポンプ、オイルポンプ、サーモスタット、ブローバイヒーター

F6 10A ステアリングアングルセンサー、ABS/ESPコントロール、ESPコントロールユニット

F7 10A パワステ、オートマチックトランスミッション、冷却水量検知、デュアルファンクションブレーキスイッ
チ

F8 25A スターターコントロール

F9 10A 診断ソケット、ディレクショナルヘッドランプ

F10 30A エンジンECU(イグニッションコイル、ソレノイドバルブ、インジェクター、燃料ポンプ)

F11 40A エアコンブロアファン

F12 40A ワイパー

F13 40A BSI(イグニッション+)

F14 — 未使用

F15 10A 右ハイビームヘッドランプ

F16 10A 左ハイビームヘッドランプ

F17 15A 左ロービームヘッドランプ
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ヒューズ位置 容量 機能（仕様により装備が異なるため、ここでは全車に適合する表記をしています。）

F18 15A 右ロービームヘッドランプ

F19 15A VTi、O2 センサー

F20 10A キャ二スターパージ、エアフローセンサー

F21 5A ファンコントロール、ターボポンプ、バルブトロニックコントロール

車の電気回路は、出荷時に装着されている装備に合わせて設計、製作されています。
推奨していないアクセサリーの取り付け、アクセサリーの不適切な取り付け、ワイヤーハーネスの加工などは、他の電装品の正常な作
動を妨げたり火災の原因となることがあります。
プジョーでは、当社が供給や推奨していない、10mA以上の電流を消費するアクセサリーの取り付けや、当社の指示に従わない装着方
法によって発生した車、および機器の不具合の修理については、その費用を負担いたしません。
エンジンルームの30A以上の大容量ヒューズは、車の電装システムを2重に保護しています。これに関わる作業は、プジョーディーラー
にお任せください。
アクセサリーその他の電気製品の取り付けは、プジョーディーラーにご依頼ください。
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燃費の改善について

燃費は、車の設計だけではなく、車の状
態や運転方法によって大きく影響を受け
ます。車を最良の状態に保ち燃費を良く
するためにも、定期的に点検整備を行っ
てください。

エンジンコンディション　
主要部品については、少なくとも年に1
回は点検を受けてください。

エアフィルター
フィルターがつまるとエンジンの効率が
悪化します。ほこりの多い環境や市街地
での走行が多いときは、こまめに点検を
受けてください。

積載物
トランクルームに不用な積載物が積みっ
ぱなしになっていると、車両重量が増加
して、燃費の悪化につながります。
ルーフキャリアやスキーキャリアなどの
アクセサリーは、風の抵抗を受けて燃費
を悪化させます。
必要がなくなったら速やかに取りはずし
てください。

タイヤ
交換するときは、現車と同一サイズでプ
ジョーが推奨する銘柄、グレードのタイ
ヤを使用してください。

運転方法
エンジン始動後に長時間の暖機運転は
必要ありません。
運転時は、ゆっくり発進し、急加速や空
ぶかしを避けてください。
走行中はなるべく高いギアを選択し、一
定のスピードを保つようにしてください。
走行速度が上がると燃費も悪化します。
法定速度を遵守して、スムーズな運転を
心がけてください。
エンジン始動後の数分間は、適正温度
の状態と比較して2倍以上燃費が悪化し
ます。
あらかじめ走行経路を考慮して、無駄な
走行をなくしましょう。
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推奨交換時期

車の使用頻度が高いとき、市街地や高温環境下での使用が多いときは、メンテナンス時
期を早めるようにしてください。

●エンジンオイルについて
上記の交換時期は化学合成ベースのオイルを使用したときです。化学合成ベースのオイル
が手に入らないときは、API SH/SJ（ACEA A3-96）以上を使用して交換頻度を上げ
てください。

エンジンオイル 1年または20,000kmごと

オイルフィルター 1年または20,000kmごと

ブレーキ液 2年または60,000kmごと

エアフィルターエレメント 2年または40,000kmごと

スパークプラグ 2年または40,000kmごと

室内フィルター 1年または20,000kmごと

推奨油脂類

エンジンオイル
TOTAL QUARTZ INEO ECS
（5W-30）

ブレーキフルード
PEUGEOT DOT4（DOT4）

クーラント
PEUGEOT GENUINE COOLANT
PROCOR TM108
REVKOGEL 2000
GLYSANTIN G33



17-

もしものとき

７

もしものとき

ホイール（タイヤ）の交換･･････････････････････････････ 7-2
パンク修理キット････････････････････････････････････ 7-6
バッテリーが上がったとき･･･････････････････････････ 7-11
けん引されるとき･･･････････････････････････････････ 7-15



27-

もしものとき

７

ホイール(タイヤ)の交換

ホイールの交換には以下の工具が必要です。

ホイールレンチアダプター（盗難防止ボ
ルト用）
グローブボックスの中に格納されていま
す。

専用ピンセット
工具入れの中に格納されています。

ホイールレンチ
市販品をご使用ください。

ジャッキ
市販品をご使用ください。

●ホイールの取りはずし
硬く平坦な路面で安全な場所に車を停めます。
ハンドブレーキを引き、シフトレバーをPまたは1速（マニュアル
トランスミッション車）の位置に入れてイグニッションをオフにし
ます。
取りはずすタイヤと対角位置にあるタイヤに、市販の輪止めを当
てます。

手順

1．専用ピンセットを使用して、ボルトカバーをはずします。
2．ホイールレンチアダプターをホイールレンチに取り付けます。
（盗難防止ボルト）

3．ホイールレンチでボルトを少しゆるめます。
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4．ジャッキを車の下側フレームa部分（リアはb部分）にあてが
います。

5．軽くジャッキアップしてジャッキがa（もしくはb）に確実に収
まっていることを確認してください。

6．	タイヤが地面から完全に離れるくらいまでジャッキアップし
ます。

7．	ボルトをはずします。なくさないように注意してください。
8．	ホイールをはずします。
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●ホイール(タイヤ)の取り付け

手順

1．ホイールをハブにはめます。
2．ボルトを差し込み、手で止まるまで回します。
3．盗難防止ボルトはホイールレンチアダプターを取り付けたホ
イールレンチで軽く締めます。

4．他のボルトをホイールレンチを使って締めます。

5．ジャッキを完全に緩め、タイヤを接地させます。

6．ホイールレンチアダプターを取り付けたホイールレンチで盗
難防止ボルトを締めていきます。

7．他のボルトをホイールレンチを使って締めます。
8．はずしたボルトカバーをそれぞれのボルトに取り付けます。
9．工具類をしまいます。
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盗難防止ボルトの専用アダプターを使用するときは丁寧に扱っ
てください。
急激な力を加えたり、乱暴にレンチを回すと、ピンを破損する
ことがあります。

●盗難防止ボルトの専用アダプターの番号を控えておいてくだ
さい。紛失した際に、番号から複製を入手することができます。

●ホイールボルトの締め付けトルクは10dNm（約9.5kgm）
です。

●アルミホイールのかわりにスチールホイールやスペースセー
バータイヤを使用するとき、ホイールボルトの平ワッシャー
がリムに接せず遊んでいても問題ありません。

●ジャッキアップするときは、必ず輪止めを使用し、絶対に車
の下に入らないでください。バランスが崩れた場合に車が
ジャッキからはずれ、落下するおそれがあります。
●ホイールボルトとハブのネジ部に注油したり、他のボルトを
使用しないでください。走行中にネジが緩み、タイヤがはず
れるおそれがあります。
●ジャッキアップするときは、乗員を全員車両から降ろしてく
ださい。
●ジャッキアップ中はエンジンを始動させないでください。エ
ンジンの振動により、ジャッキがはずれるおそれがあります。
●指定された場所以外にジャッキを装着しないでください。車
両が損傷したり、ジャッキがはずれるおそれがあります。

タイヤを交換するときは、必ず同サイズ同種類のタイヤを使用
してください。他のタイヤを使用すると、安全走行に悪影響を
およぼします。
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パンク修理キット

●パンク修理キットの場所

パンク修理キットは、トランクルームの中敷板の下に格納されて
います。

●タイヤのトレッド部またはショルダー部以外の損傷によるパ
ンクは、パンク修理キットを使用して修理することができま
せん。
●タイヤに刺さった釘などは抜かずにそのまま応急修理をして
ください。
●修理キットを使用するときは、すべての手順を行ってください。

●使いかた

0

0

1．イグニッションをオフにします。
2．切り替えノブaを「 SEALANT」に合わせます。
3．スイッチbが0になっていることを確認します。

4．白いホースcを修理するタイヤのバルブに接続します。
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0

5．コンプレッサーの電源コードを12Ｖ電源ソケットに差し込み
ます。

6．ケースに貼付されている注意ステッカーをはがして、ステア
リングホイールに貼り付けます。

7．エンジンを始動します。

1
8．スイッチbを1にして、空気圧を2.0barsまで昇圧します。

0 5 km
3,5 miles

20-60 km/h max
15-35 mph max

9．パンク修理キットを取りはずし、ただちに走行してタイヤ内
に修理剤を行き渡らせます。このとき、時速20～60kmで
約5km走行します。

10．空気圧を点検して空気の漏れがないことを確認します。
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11．切り替えノブaを「 AIR」に合わせます。
12．黒いホースdを修理するタイヤのバルブに接続します。

0
13．コンプレッサーの電源コードを12Ｖ電源ソケットに差し込

みます。
14．エンジンを始動します。

0

0

0

15．空気圧が助手席側ドアピラー部に表示されている適正値に
なるように調整します。
・昇圧： スイッチbを1にする。
・減圧： スイッチbを0にしてボタンeを押す。

16．空気の漏れがないことを確認します。
17．コンプレッサーを取りはずし、パンク修理キットを元の位

置に格納します。
18．時速80km以下で走行し、できるだけ早くプジョーディー

ラーでタイヤの修理、交換を行ってください。
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パンク修理キットで修理した後は、約200km以上走行しない
でください。
できるだけ早くプジョーディーラーでタイヤの修理、交換を行っ
てください。

空気圧が適正値にならないときは、パンク修理キットを使用し
て修理できません。プジョーディーラーにお問い合わせいただ
くか、レッカーの手配をしてください。

●修理剤は一度しか使用できません。
使用後は、新品の修理剤をプジョーディーラーでお買い求め
ください。
●使用済みの修理剤カートリッジはプジョーディーラーまでお
持ちいただくか、地域条例に従って廃棄してください。

●修理剤カートリッジの交換方法
一度使用したカートリッジは、中身が残っていても再使用できま
せん。プジョーディーラーで新品のカートリッジをお求めください。

取り外し

カートリッジのホース出口を反時計方向に回すと外れます。

取り付け
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新しいカートリッジのOリングの状態を確認してからケースに差
し込み、時計方向に回してねじこんでください。

●コンプレッサーとして使用する場合
黒いホースを使用することで、汎用のコンプレッサーとして使用
できます。必要に応じて付属のアタッチメントをご使用ください。

パンク修理剤の有効期限は、製造後約8年です。有効期限は
カートリッジに表示されています。
例：	EXP：04/2017
	 II
	 2017年4月まで
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バッテリーが上がったとき

万一バッテリーが上がってしまったときは、充電器（バッテリー
チャージャー）で充電するか、同じ電圧（12V）のバッテリーで
始動させます。
接続には、市販のブースターケーブルを使用します。ケーブルの
接続時は、車の充電系統に損傷を与えないように正しく接続して
ください。

●バッテリーの位置

バッテリーはエンジンルーム左側（ボンネットを開いて右側）に
あります。

●充電器を使用して充電
1．�バッテリーの（＋）ケーブルをはずし、バッテリーの端子に
汚れがないことを確認します。

2．�最初に充電器のマイナス端子（ー）をボディに接続し、次に
プラス端子（＋）をバッテリーのプラス端子（＋）に接続します。

3．�充電器の取説に従って充電します。

ケーブルのはずしかた／接続のしかた

1．�ロックタブaをいっぱいまで起こします。
2．�クリップbがバッテリーのプラス端子（＋）の上部に来るよう
に位置を合わせます。

3．�クリップbの位置がずれないように、上からバッテリーに押
し当てます。

4．�ロックタブaを倒してクリップbをロックします。
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クリップは正しい位置にないとロックしません。無理にロック
タブを倒さないでください。

●他のバッテリーで始動

1．バッテリーa（上がったバッテリー）・b（電源を供給するバッ
テリー）のプラス端子（＋）を赤いケーブルで接続します。

2．電源を供給する側の車のバッテリーbのマイナス端子（ー）に、
黒いケーブルを接続します。

3．未接続の黒いケーブルを、バッテリー上がりを起こした車両
の車体cに接続します。

4．スターターを回してエンジンを始動します。
5．アイドリング状態になるのを待ってからエンジンを停止し、
ケーブルをはずします。

●エンジンの回転中は、バッテリーのターミナルから車両ケー
ブルをはずさないでください。

●バッテリーの車両ケーブル（＋）を接続したまま充電しない
でください。

●アイドリング状態になる前にバッテリーのターミナルから
ケーブルをはずさないでください。

●ケーブルのプラス端子とマイナス端子を絶対に接触させない
でください。
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●バッテリーは可燃性のガスを発生しますので、バッテリーの
近くでは火気を避けてください。
●バッテリー液は腐食性の強い希硫酸です。万一皮膚にバッテ
リー液がかかった場合は、大量の水で洗い流してください。
●凍ったバッテリーを充電すると爆発するおそれがあります。
バッテリーが凍ったら新品と交換してください。
●電源を供給するバッテリーは12Vのものを使用してください。
●黒いケーブル（マイナスケーブル）を車体に接続する際には、
燃料系統やブレーキホース／パイプに接触させないでくださ
い。
●ケーブルやエンジンルーム内の回転部分や可動部分に接触し
ないよう注意してください。
●バッテリーが凍っている場合は、ケーブルを接続しないでく
ださい。破裂するおそれがあります。バッテリーが凍ったら
新品に交換してください。

●イグニッションをオフにして2分経過してからバッテリーの接
続をはずしてください。

●バッテリーからケーブルをはずす前に、リトラクタブルリア
スポイラーを格納し、パワーウィンドウやドアを閉めてくだ
さい。
パワーウィンドウを閉めていないと、充電後に初期化が必要
になります。

●充電後、はずしたケーブルをバッテリーに接続してエンジン
を始動するときは、電子機器の初期化のためにイグニッショ
ンをオンにしてから約1分間待って始動してください。
何か異常を感じたら、プジョーディーラーにご連絡ください。

●バッテリー上がりを防止するために、イグニッションがオフの
状態で長時間ライトを点灯したままにしないでください。

●お車を1ヶ月以上使用しない場合は、バッテリーの接続をは
ずしてください。

●バッテリーは硫酸や鉛などの有害物質を含んでいます。環境
汚染防止のため、正しく廃棄してください。
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エコノミーモード
エンジンが停止してからも、オーディオ機器などへの電源供給を
最大30分間行います。電源が切れると、マルチファンクションディ
スプレイにメッセージが表示されます。
エンジンを再始動すると、電源の供給が再開されます。
すぐにアクセサリーを使用したいときは、エンジンを始動して数
分間まわしてください。
エンジンをかけていた時間が10分以下のときは、約5分間アク
セサリーを使用できます。エンジンをかけていた時間が10分以
上のときは、約30分間アクセサリーが使用できます。

●バッテリーを十分に充電するため、前述のエンジン作動時間
を守ってください。
●バッテリーの充電のために繰り返し連続してエンジンを始動
しないでください。

バッテリーが弱っている時は、エンジンの再始動ができなくな
るおそれがあります。
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けん引されるとき

●けん引ボルトの場所

けん引ボルトはトランクルーム下の工具入れに入っています。

●けん引について

吊り上げずに（ 4輪が接地した状態）けん引されるとき
けん引時は、シフトレバーをNにしてください。

前からけん引される場合

カバーの下側を押してはずし、けん引ボルトが止まるまでねじ込
みます。
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後ろからけん引される場合

カバーの下側を押してはずし、けん引ボルトが止まるまでねじ込
みます。

エンジンが始動していない状態でけん引される車両は、ブレー
キペダルが重く効きが悪くなっています。けん引している前方
の車両に追突しないよう注意してください。また、パワーステ
アリングも作動していません。ハンドルも重くなっていますの
で注意してください。

●4輪が接地した状態の車両がけん引されるときは、必ずけん
引ボルトを使用してください。

●けん引ボルト以外の箇所にけん引フックをかけないでくださ
い。

●けん引される車両のパーキングブレーキはオフにしてくださ
い。

●オートマチックトランスミッション車がけん引されるときは、
以下の点にご注意ください。
・�シフトレバーはNにしてください。
シフトレバーをN以外でけん引すると、ブレーキシステム
が損傷するおそれがあります。また、次回エンジンを作動
するとき、ブレーキアシストが作動しないことがあります。
・�50km以内の距離を、低速（時速30km以下）で移動して
ください。
・�オートマチックトランスミッションにオイルを追加しないで
ください。

●けん引される車両は、ハザードランプをオンにしてください。
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車両データ・索引

識別表示･･･････････････････････････････････････････ 8-2
外形寸法･･･････････････････････････････････････････ 8-3
索引･･･････････････････････････････････････････････ 8-4
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●識別表示

a　車台番号（エンジンルーム内）
b　車台番号（フロントガラス下側）
c　認証ラベル
d　タイヤ仕様と車体塗色コードラベル（助手席側）
タイヤとホイールサイズ、メーカー名、適正空気圧、車体色など
が記載されたラベルが、助手席側のピラー部に張られています。

●タイヤのサイズによっては、タイヤチェーンが装着できませ
ん。詳しくはプジョーディーラーへお問い合わせください。

●タイヤの空気圧は、走行前少なくとも月一回の割合でチェッ
クしてください。

タイヤの空気圧が低すぎると、燃費が悪くなります。
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●外形寸法

4290mm

2610mm

1360mm

745mm

135mm

935mm

1575mm

1845mm

1595mm

*数値は予告なく変更されることがあります。
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